
 

 

 

 

 

 

 

  

       校区人権フォーラム 開催 
      

 １２月２日（金）校区３校（白子小，鼓ヶ浦小，鼓ヶ浦中）の代表児童，生徒が白子小学

校に集まり，人権フォーラムを開催しました。本校からは，２年生１６名が代表して参加

しました。 

 参加者は３つのグループに分かれ，「いじめ・差別をなくすために私たちができること」

というテーマで意見交流をしました。今年度は，事前学習として，休み時間の悪ふざけに

ついて話し合ってきたことをもとに進めました。「だめだ

とわかっていてもできない」を問い直すを意識して，本音

と建て前を出し合う中で話し合いをすすめました。 

難しいテーマでしたが，どのグループも真剣に，いじめ

をなくしていくために何ができるか，どう行動するかを考

えていました。 

 今回参加してくれた皆さんが，それぞれの学校に戻り，

クラスで学年で学校で，いじめや差別をなくしていこうと

する主体になってくれることを期待します。 

   

「人権学習講演会」の開催 

 

 １２月７日（水），一般社団法人 ＥＬＬＹ 代表理事の 山口颯一（しょういち）さんを

お迎えして，講演会を開催しました。山口さんには，「誰もがすごしやすい街になったらい

いな～多様な性のあり方～」といったテーマでお話しいただきました。堅苦しい雰囲気で

はなく，和気あいあいとした話ぶりの中に，これからの時代を生きる中学生に向けた強い

メッセージを感じました。 

 「見かけで性別はわからない」「それぞれが自分の性について認識があること」「好きに

なる性もそれぞれが持っていること」「ＬＧＢＴの人は当たり前に（普通に）身近に存在す

ること」などをご自身の経験を交えながら教えていただきました。 

 「男性」「女性」という２つの性別だけで区別したり，制限を

かけたりする前に，自分のやりたいこと（わがままではなく），

好きなことをやってみることが大切である。人の好きなことを

バカにする人は，相当にナンセンスな人である。など，いただい

たメッセージをこれから大切にしていきたいと思います。 

私たちの街のあちこちに，レインボーカラーの小旗が自然に，

普通に見られるようになったら，本当に素敵なことだと思い 

ます。 
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「来てよかった， 

  明日も来たい」 

     と思う学校 



 

いじめは人間として許されない！ 

  ～１１月いじめをなくす強調月間を終えて～ 

 

 いじめによる自殺，深く傷ついた心，正義を失った学級集団など，様々ないじめ問題が

報道されています。いじめはなぜ起きるのでしょうか。いじめには人間の業の問題があり，

人間に感情がある限り起きうるものとも言われています。しかし，本気でいじめを防止す

るという強い意志があれば，未然に防ぐことはできると信じています。 

 いじめは，心身の健全なる成長および人格の形成に重大な影響を及ぼし，生命や身体に

危機を生ずる人権にかかわる深刻な問題であることを子どもたちと共に考えたいと思いま

す。いじめは，毎日子どもたちを見守る教職員や保護者の方でも気づきにくいことがあり

ます。いじめは「いつでも，どこでも」起きる可能性があるという意識で，学校・保護者・

地域社会・関係機関で連携し，子どもたちをよく見ることが大切です。 

いじめは，疑い程度のことであっても，「声に出す」，「先生や仲間に相談する」などが必

要です。 

 また，人を傷つけるような言葉や行動をつつしむことが特に大切であり，安易にあだ名

をつけたり，ふざけてかまったりしない学校風土をつくっていきたいと考えています。 

学校では生徒の声をていねいに聞き取るための教育相談日（教育相談週間）を設定して

います。さらに教科の指導においては，科学的・合理的に考える力をしっかり身につけ，

理不尽なことには毅然と立ち向かうこと，道徳の授業では，判断力と人間として生きる意

味をよく考え，自分の行動に責任を持つ意義を考えさせるなどを指導しています。 

 いじめ対応のポイントは，「未然防止」「早期発見」「早期対応」「重大事態への対処」の

４点です。ご家庭においてもぜひお子さまと話題にしていただきたいと思います。 

 

 

老人会との交流会 
 

 １２月１０（土），旧第一さくら幼稚園のホールをお借りして，寺家松寿会の皆さんと本

校福祉委員会の生徒が交流会を開催しました。 

 例年この時期に行っているもので，まだまだ収束に至らない新型コロナウイルスへの感

染防止対策を講じて実施しました。内容は，昨年と同様に「ボッチャ」と「ビーンボーリ

ング」という，誰でも気軽にできる軽スポーツ２種目で，午後のひと時を世代間交流で楽

しく過ごしました。 

 


